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ごあいさつ・マニュアルの使い方

「水福連携（すいふく・れんけい）」とは……
「水産業」と「福祉」の「連携」のことです。

現在、水産業では、新規就業者の減少や漁業者の高齢化などにより、全国で担い
手不足が進行しています。他方、福祉では、支援を要する方（障がい者等）の雇用
環境は厳しく、就労の機会も十分ではありません。こうした「水」・「福」双方の課題
を解決するための方策のひとつとして「水福連携」があります。

水福連携とは、福祉の支援を要する方（障がい者等）を水産業（水産加工、漁
業、養殖業など）の担い手に位置付けることで、水産業の「担い手不足の解消」と、
福祉の「就労・雇用の機会の確保」を図るものです。

また、水福連携の推進は、「障がい者等の社会参加」＝「共生社会の実現」を促
し、神奈川県が定める「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念の実践にもつながり
ます。

神奈川県では、令和５年度から、NPO 法人２団体と協働し、県内全域を対象にして
「水福連携」を推進する取組を始め、水産業者と障がい者、高齢者（若年性認知症
を含む。）、生活困窮者（ひきこもり等）のマッチングを支援しています。

この「マニュアル・ガイドブック」は、これまでの神奈川県での取組の成果を踏まえ
て作成したものであり、「水福連携」に関する基礎知識と進め方についての情報をわ
かりやすく記載しています。水産業者、福祉関係者、また水産業と福祉の懸け橋にな
りたいと考えている方を主な対象としていますので、水福連携について考え、推進する
上での指針にしていただけますと幸いです。

また、本書とは別に「事例集」も作成しています。水福連携の具体的な事例の詳細
をわかりやすくまとめたものとなりますので、本書とあわせて、ぜひそちらもご覧ください。

ともに生きる社会かながわ憲章

一　私たちは、あたたかい心をもって、すべての人のいのちを大切にします

一　私たちは、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会を実現します

一　私たちは、障がい者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、
　　いかなる偏見や差別も排除します

一　私たちは、この憲章の実現に向けて、県民総ぐるみで取り組みます　

 

平成 28 年 10 月 14 日
神奈川県
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神奈川県と水福連携

神奈川県では、令和５年度から水福連携を推進する取組を行っています。

　神奈川県では、県と NPO 法人２団体が協働して水産業者と福祉事業所等から具体的なニー
ズをくみ取り、マッチングが見込まれる当事者に対しては、現場体験等の実施を通じてマッチン
グ成立に向けた支援を行っています。

（これまで行ってきた取組の例）
・　一般向け研修　（水福連携の理解増進のための研修）
・　水産業者向け研修　（水産業者が福祉側の特性を理解するための研修）
・　コーディネーター育成研修　（水産業・福祉の双方に詳しい人材の育成研修）
・　ジョブコーチ育成研修　（福祉事業所の職員等が水産業の知識を学ぶ研修）
・　現場体験　（水福連携の具体的な体験型研修）
・　アドバイザー派遣　（水産加工、障がい福祉等の専門家の無料派遣）
・　マッチングの場づくり　（水産と福祉が出会う機会の創出）
・　研究会の開催　（水福連携の当事者、行政等が一堂に会した意見交換、事例研究の場）

※　詳細な事業内容や実績などについては、県や NPO 法人のウェブサイト（26 ページ参照）
に掲載しています。

神奈川県の水福連携では、水産業に関係する様々な作業が行われています。

　神奈川県は相模湾や、東京湾、また相模川や芦ノ湖をはじめとした河川湖沼があり、多種多
様な魚介類に恵まれています。
　こうした環境のもとで水福連携を推進することで、県内では障がい者等でも対応が可能な

「陸
おか

」での作業を中心に、漁業、水産加工、養殖等で様々な取組が行われています。

※　詳細な作業事例については、別冊の「事例集」に掲載しています。
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水福連携の仕組み

簡単な作業を
お願いしたい

水福連携とは、水産業
と福祉が連携し、障が
い者等の水産分໺での
活躍を通じて、水産業
、営のൃ展とともにܦ
障がい者の自৴や生き
がいを創出し、その社
会参ըを実現する取組
のことです。

＜課題＞

・新規就業者の減少

・慢性的な人手不足

・高齢化の進展

・所得向上

・収益性の向上

・貴重な人材の確保

・単純、地道な作業を任せること

で、より生産性の高い仕事に充

てる時間の増加など、経営発展

への効果が期待される

・平均賃金・工賃の向上

・利用者の生活の質の向上

・取組意欲の向上、健康維持（身

体・精神面）への効果が期待

される

＜課題＞

・利用者の就労・雇用機会が

ほしい

・利用者の賃金・工賃の向上

・利用者と社会との繋がりの

確保

水産業者 マッチング成立

メリット

障害者就労施設

水福連携

利用者の
就労機会を
つくりたい

請負契約
作業内容、作業時期など
契約内容を決定（  　　　　）



8 9

水福連携の作業事例　※詳細は、別冊の「事例集」をご参照ください。

作業場所 施設外 施設内

委託元 漁業者 水産加工会社 イベント
実施主体 漁業者 水産加工会社 イベント

実施主体

作業対象 定置網 わかめ 養殖場 トレイ 水産加工品 ウニ 作業場 直営店 イベント ひじき・海苔 刺網 水産加工品 イベント
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❺ ❻



10 11

障がい特性と഑ྀのポイント

身体障がい

、といった（心ଁやਛଁなど）֐体（手足）、内෦障ࢶ、ௌ֮、֮ࢹ
身体の機能に制ݶがあるঢ়ଶのことです。

配慮のポイント（例）

・通࿏の確保やஈࠩ解ফなど、෺理的なバリアを取りআく。

・文ࣈとԻ声など、ෳ数の手ஈで情報を఻える。

精神障がい

心のප気により、日ৗ生活や社会生活に制約があるঢ়ଶのこと
です。

配慮のポイント（例）

・調ࢠに合わせたܜٳや、ॊೈなスケジュール調整を行う。

・相ஊ窓口を明確にし、精神࿦ではなく障がいの特性としてड
けࢭめる。

知的障がい

ந象的な情報の整理や、変Խへの対応に時間がかかるため、日
ৗ生活や社会生活に支援をඞ要とするঢ়ଶのことです。

配慮のポイント（例）

・ ୹いݴ葉で、ਤやࣸ真などを使い、一つずつ具体的に఻える。

・ ৽しいことは、যらず本人のペースで܁りฦし࿅習する。

障がいのある方の多くにみられる特௃

・周ғのঢ়گ（Ի・֮ࢹ・ルール・空気感など）をਖ਼確につか
Ήのに、人より時間や工夫がඞ要となることもある。

・Ҡ動、࢟੎の保持、集中、周ғへのద応などに体力を使い、
ർれやすいこともある。

・௧み、ຑᙺ、感֮աහ、気分の೾など、外見からでは分から
ない฻らしにくさを感じていることもある。

いずれの場合も、ݸ人それͧれの「ۤ手」や「難しい」をフォローする工夫
をしていくことが大切です。

˙؂修　ླ໦　ெ
 　　 （社会福祉法人ひばり ハートϐアভೆ理事長ʗかながわ水産業福祉連携推進事業アドバイザー）

障がい特性や഑ྀのポイントは、あくまで܏向であり、「ひとりひとりঢ়گやඞ
要な഑ྀはҟなる」というೝ識が࠷も重要です。༏ઌすべきは本人の意思です。
周ғがউ手な൑அをせずに、希望にԊったサポートを行うことが大切です 。
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障がい者の就労ܗଶの分類

就労 一般就労 事業者（法人ؚΉ）や企業等での雇用
福祉的就労

在୐就労

就労Ҡ行支援事業所
通ৗの事業所に雇用されることが可能と見込まれる者に対して、

①生産活動、職場体験等の活動の機会など、就労にඞ要な知識・能力の向上のためにඞ
要な܇࿅

職活動に関する支援ٻ②
③そのద性に応じた職場の開୓
④就職後における職場への定着のためにඞ要な相ஊ

等の支援を行う。（標४利用期間：２年）

就労継続支援 A 型事業所
通ৗの事業所に雇用されることが困難だが、雇用契約に基づく就労が可能な者に対して、
事業所との雇用契約をక結し、就労の機会のఏڙや生産活動の機会をఏڙするなど、就労
にඞ要な知識・能力の向上のためにඞ要な܇࿅等の支援を行う。

（利用期間：制ݶなし）

就労継続支援 # 型事業所

自営、内職等

通ৗの事業所に雇用されることが困難であり、雇用契約に基づく就労が困難である者に対
して、就労の機会のఏڙや生産活動の機会のఏڙをするなど、就労にඞ要な知識・能力の
向上のためにඞ要な܇࿅など、ඞ要な支援を行う。（利用期間：制ݶなし）

就労Ҡ行支援、就労継続支援、生活介ޢ、自立܇࿅の利用をܦて、通ৗの事業所に৽たに
雇用され、就労Ҡ行支援等の職場定着のٛ務・౒力ٛ務である 6 ݄をܦաした者に対して、
就労の継続をਤるために、障֐者を雇用した事業所、障֐福祉サービス事業者、ҩྍ機関
等との連བྷ調整、障֐者が雇用されることに൐い生じる日ৗ生活ຢは社会生活を営Ή上で
の各般の問題に関する相ஊ、ࢦಋ及び助ݴその他のඞ要な支援を行う。（利用期間：� 年）

就労定着支援

障害者就労施設と施設利用者が
雇用契約を結び利用する福祉サービス

障害者就労施設と施設利用者が
雇用契約を結ばずに利用する福祉サービス

˙؂修　ླ໦　ெ
 　　 （社会福祉法人ひばり ハートϐアভೆ理事長ʗかながわ水産業福祉連携推進事業アドバイザー）
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慣れ親しんだ場所
での作業

水産事業者からのアϓローチ方法（施設内就労）　
˔ 水産事業者が障֐者就労施設と੥負契約を結び、障֐者施設内での作　業をґཔするケース

障害者就労支援施設
職員（就労支援員）

コーディネーター等
（障害者就労施設の職員等）

施設利用者（障がい者）

技術指導等

❹
マ
ッ
チ
ン
グ
・
請
負
契
約

水産事業者が障֐者就労施設に作業をҕୗ（施設内就労）する場合の作業イメージਤ

Ａ型・B型障害者就労支援施設等
（障害者就労支援施設の中で作業）

※ 梱包、組立、ラベル貼付作業等が多い。
※ シール貼付等の簡単な作業の場合、 
 ❸トライアルを省くこともある。

作業量に応じて障害者就労支援施設が
　  必要な人数を管理（指導員）
障がい者の能力把握
作業指示

障害者就労支援施設と
施設利用者との契約関係

・就労継続支援Ａ型の場合は
雇用契約を結ぶ（最低賃
金法適用）

・就労継続支援Ｂ型の場合は
雇用契約を結ばない

箱の組み立てや梱包、
異物除去作業などを
請け負ってほしい

箱の組み立ては
得意なので
施設内でできます

水産事業者
（受入側）

コーディネーター等

相談窓口
（県の水福連携窓口（水産課））

障害者就労
支援施設職員

水産事業者
（受入側）

❶相談

❸
ト
ラ
イ
ア
ル
（
作
業
体
験
）

紹
介

❷顔合せ

それでは、対応可能な施設を
探し打合せの日程を調整しましょう

ひじきの異物除去の作業風景
（葉山）
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❹
マ
ッ
チ
ン
グ
・
請
負
契
約

❸
ト
ラ
イ
ア
ル
（
作
業
体
験
）

就労支援員
が付きそう

水産事業者からのアϓローチ方法（施設外就労）
˔ 水産事業者が障֐者就労施設と੥負契約を結び、障֐者施設外での作　業をґཔするケース

商品の箱詰め、清掃作業などを
会社に来て作業してもらえないか

水産事業者
（受入側）

コーディネーター等

相談窓口
（県の水福連携窓口（水産課））

障害者就労
支援施設職員

障害者就労支援施設
職員（就労支援員）

コーディネーター等
（障害者就労支援施設の職員等）

技術指導等

水産事業者
（受入側）

❶相談

紹
介

❷顔合せ

水産事業者が施設利用者を現場にݺんで作業を  ҕୗ（施設外就労）する場合の作業イメージਤ

Ａ型・B型障害者就労支援施設等
（障害者就労支援施設外で（水産事業所に通って）作業）

作業量に応じて障害者就労支援施設が
　  必要な人数を管理（指導員）
障がい者の能力把握
作業指示

障害者就労支援施設と施設利
用者との契約関係については
施設内就労と同様

まずは
支援員が体験し
その後、利用者に体験して
もらいましょう

それでは、対応可能な事務所を
探し打合せの日程を調整しましょう

施設利用者（障がい者）
支援員の作業体験（葉山）

支援員研修 (小田原 )
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マッチングまでの基本的な流れ

コーディネーターとは

エントリーシートの例

⁞ 相ஊ

  ଧ合せ　　
　　　　　　　
　　　　　　　

⁠�̍  ジョブコーチ研修
⁠�2 現場体験

⁡ マッチング成立

⁢ 契約ॻక結

エントリーシート

神奈川県の取組の特৭
ˎ相ஊから契約ॻక結に至るまでコーディネーターが調整します。
ˎඞ要に応じて事業アドバイザーからの助ࢦ・ݴಋがडけられます。（無料）

水福連携に関心のある水産業者や福祉事業所等から相ஊ
をडけます。
ˎ水産・福祉双方の作業ニーズを೺Ѳしておくことが重要
です。
 

当事者からώアリングを行い、作業内容・条件等の要望を
聞いて「エントリーシート」を作成し、マッチングが出来そ
うな連携ઌを୳します。
連携の見込みが立った時఺で、水産業者・福祉事業所と
の調整を具体的に進めます。

福祉事業所のスタッフが水産業の作業を体験し、施設利用
者（障がい者等）が対応できるかを見ۃめるとともに、施
設利用者に作業や技術をࢦಋする方法を学びます。 

ジョブコーチ研修ऴྃ後、実際に作業にあたる利用者が現
場で作業を体験します。水産業者は要望した作業内容が利
用者にదしているかどうかを൑அします。福祉事業所は利
用者の特性を見ۃめます。
※現場体験はෳ数回行うこともあります。

水産業・福祉両方の知識を有し、その知識を活かし水産業者と福祉サービス事業所、
社会福祉法人等とをつなぎ、障がい者の就労・雇用の機会や水産業の担い手確保の
ための仲介・調整を行う人材のことです。
◎ 主な業務内容	
マッチング支援（現場体験など）、契約内容の調整、工賃等の折衝及び全体的なフォロー

 会社情報
① 企業名　　② 住所　　③ 電話番号・FAX

④ 担当者氏名・役職　　⑤ 電話番号　　⑥ メール

希望内容

① 期間（通年・スポット）

② 稼働日数（週）

③ 稼働時間

④ 作業内容
　 なるべく具体的に

施設内

施設外

条件

① 工賃
時間給

出来高

② 事業所
同市町村内

不問

③ 分類

障がい者（知的・精神・身体）

生活困窮者

高齢者
（注）：	 作業内容の調整が重要です。	
	 希望内容（期間～時間）と工賃は福祉事業所と協議し決定するケースが多いです。	
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水福連携を始めてみて……小田原
　　〜当事者の声〜

……平塚

小田原蒲鉾協同組合の会合の場で水福連
携の説明を聞き、福祉事業所の活躍の場を
設けたいと考えました。専門性がなくても
できる作業がないかと検討した結果、さつ
ま揚げなどの封入（シーリング）をお願い
することにしました。利用者のみなさんはと
ても効率が良く助かっています。また、弊
社従業員の残業も減り、営業活動等の拡販
に多くの時間を取れるようになりました。

（有） 伊
い せ か ね

勢兼商店
杉山勇人　代表取締役

人手不足で困っている中、会社として地域
貢献にもつながるであろうと考え水福連携
を始めました。当初は利用者のみなさんが
どこまでできるかは分かりませんでしたが、
始めてみると真面目で集中して仕事に向かっ
ています。これまで、他の仕事の合間を縫っ
て行っていた作業を施設にお願いすること
で他の仕事に時間を使え、仕事の幅も広が
り、残業時間の削減など目に見えた効果も
出ています。これからも継続でき
るよう仕事の切り出し等を考えて
いきたいと思います。

山
やま だ い

大商事 （株）
飯島芳太郎　マネージャー

このたびの水福連携では、水産業者のみ
なさんが現場で働く障がい者の仕事ぶりを
見て、障がい者就労に対する印象が変わっ
たのではないかと感じています。
利用者（障がい者）の側からみると、施設
外就労を通じて社会とのつながりを感じる
ことで、責任感や自立心が育つと考えてい
るので、福祉事業所が施設外就労に踏み
出す一つの見本になればと考えています。

コスモス学園
小野達也　所長

弊社ではすでに障がい者の雇用実績があ
るので、水福連携について話を頂いた際
も、是非進めてみようと考えました。つみ
れの箱作りと商品の箱詰め作業をお願いし
ていますが、作業効率も上がってきており、
従業員の負担軽減につながっています。現
在は 1 種類の作業ですが、習熟度合いを
見て、他の作業にも展開できればと考えて
います。

（有） 山
やまじょう

上蒲鉾店
上村純正　代表取締役

令和5年度に会社を立上げ各業界に営業
活動をしていたところ、タイミング良く水福
連携をご紹介いただき、平塚市内の水産会
社と契約が出来ました。そのつながりで今
回の山大商事さんとの連携に至っています。
当初はお互いに仕事の質・量が未知数でし
たが、やっていく中で我々福祉事業所の利
用価値が高まったのではないかと考えてい
ます。まだまだ乗り越えるべき課題はたくさ
んありますが、将来的には施設外
就労にも取り組んでいきたいと考
えています。

クオケア
村上賢司　代表取締役

コスモス学園（伊勢兼商店のさつま揚げ封入（シーリング））

クオケア（ラベル貼り）コスモス学園（山上蒲鉾店のつみれ箱詰め）

クオケア（化粧箱組立）

クオケア（真空パックラベル貼り）

クオケア（しらすカレーの箱組立、封入）
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水福連携を始めてみて……横須賀
　　〜当事者の声〜

……葉山

ひじきのごみ取りという根気のいる仕事を
丁寧に、かつ綺麗に仕上げていただきまし
た。それで空いた自分の時間を他の仕事
に充てることができ、大変助かっています。
他にも仕事をお願いしたくなり、海苔缶の
シール貼りもやっていただきました。今後
は、水福連携のよさを他の漁業者にも紹
介していきたいと思っています。

丸
まるりょう

良水産
　長塚由美

ウニの身の細かいごみを取る作業が大変な
ので、人手があると助かると思い、お願い
することにしました。一つ一つ丁寧に、また、
納品に間に合うように作業をしていただき
ました。葉山ウニは飲食店のオーナーシェ
フが直接買付に来られることもあるのです
が、こちら側の生産体制は小規模であるた
め、注文に対応するのは大変です。そのた
め、今後も福祉事業所の力をお借りできれ

ばと思います。

くぼたマリンファーム
代表　窪田千春

海苔缶のシール貼りは事業所で行っている
作業の中でも特に珍しく、また難しい作業
です。シールは上質の紙でできており、缶
の周りを回すようにして貼っていきますが、
ノリをつける幅に注意しないと接着が緩く
なってしまい、商品になりません。そのため、
紙へのノリ付けは、作業に慣れた専属の施
設利用者が行うなど、工夫しながら作業
を行っています。

田浦障害者活動センター
管理者／サービス管理責任者　石川彰子

地元・葉山の水産業と関わらせていただく
ことができ、大変嬉しく思っています。
ハングアウトは仕事を楽しみながら、品質
の良いものを出荷できるよう、一緒に働く
仲間と長く取り組んでいきたいと思います。

ハングアウト
代表取締役　玉田晋一

精神に障がいのある方一人ひとりの目標に
寄り添いながら活動する事業所を運営して
います。ひじきのごみ取りは細かな作業で
あり、目がよくないとできないため、対応
できる方が作業をしています。品質のよい
ものを出荷できるよう、みんなで悩みなが
らもワイワイとやっており、今後も楽しく作
業ができたらよいなと思います。

つばさ
主任　関聖子

ウニのごみ取りは技術がいる作業なので、
こうした作業が得意な施設利用者にやって
もらっています。品質のよいものを出荷で
きるよう、今後も丁寧に作業をしていきた
いと思います。少しずつ作業に慣れていく
中で、持続可能な作業として行っていけれ
ばよいなと思っています。
また、施設の外で行う作業は気分転換に
なったり、施設利用者同士のコミュニケーショ

ンが生まれやすかったりするので、
そういう意味でも助かっています。

STYLE
代表取締役　高野誠一

田浦障害者活動センター（海苔缶ラベル貼り）

くぼたマリンファーム（窪田代表）

STYLE（葉山ウニごみ取り）

田浦障害者活動センター（ひじきのごみ取り）
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相模湾

東京湾

浦賀水道

●羽田空港

福浦
湯河原観光 真鶴町

岩

小田原市

大磯二宮

早川河川

茅ヶ崎市
平塚市 江の島片瀬

腰越

長井町

津久井

相模川第一

相模川第二

厚木観光

相模川

川崎河川

中津川

酒匂川

芦之湖

三和

みうら

湘南

横須賀市東部

横浜市

横浜東

神奈川県の水産業  主な漁業協同組合（漁協）と水産 物・水産加工品
神奈川県は、豊かな海に恵まれており、
多種多様な魚介類が水揚げされるとともに
水産加工業が盛んな地域でもあります。
特に三崎や小田原を中心に、
さまざまな水産加工品が生産されています。
神奈川県内で特に注目される水産物と水産加工品をご紹介します。
神奈川県の水産加工品は、
地域の特産物を活かしたものが多く、
観光資源となっており、
お土産としても喜ばれる商品が多いです。　●は漁業協同組合です。

●シラス加工品（湘南地方）
湘南地域ではイワシ類の小魚であるシラスの漁業が
行われており、漁業者自らが加工品を生産・販売しています。
特に釡揚げシラスやシラス干しが人気です。
新鮮なシラスを使用したものは風味豊かで、
地元の名産品として知られています。

●マグロ・カジキ加工品
　（三崎）
三崎漁港は、マグロ・カジキ類
の水揚げ量が多く、刺身用の
マグロの柵のほかカジキ類の
味噌漬・粕漬などさまざまな
商品が販売されています。

●干物・かまぼこ・さつま揚げ（小田原）
小田原地域は、
かまぼこやさつま揚げの産地として有名です。
練り物文化が根強く、昔ながらの製法を守りつつ、
現代風にアレンジされた商品も多く見られます。
地元で獲れる新鮮な魚を使った干物も人気です。
サバやアジ、カマスなどが主に加工され、
干物の風味と食感が楽しめます。

●ノリ加工品（横浜・横須賀）
横浜・横須賀では海苔の養殖が行われており、
主に焼き海苔として加工して販売されています。
風味豊かな海苔は、全国的にも人気です。

相模湾で行われる主な漁業
定置網・刺網・シラス船びき網・
まき網・一本釣りなど

東京湾で行われる主な漁業
小型底びき網・刺網・アナゴ筒
タコつぼ・海藻養殖など

神奈川県で水揚げされる主な魚
マグロ類・イワシ類・アジ類・サバ類・ヒラメ・
キンメダイ・マコガレイ・ホウボウ・ブリ・カマス類・
スズキ・タチウオ・マダイ・マアナゴ・アワビ類・
サザエ・イセエビ・スルメイカ・アオリイカ・マダコ・
アユ・ワカサギ

シラス

マグロ

コンブ

ノリ

湘南
シラス

浦賀水道

ワカメ

マアジ

マサバ

小田原かまぼこ ヒジキヒジキ

アオリイカ
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窓口一覧
かながわ水産業福祉連携推進事業は、神奈川県とNPO 法人２団体が協働で実施しています。
この取組に関するお問合せや水福連携に関するご相談などがございましたら、下記のお問合せ
先までご連絡ください。

■ 神奈川県
神奈川県環境農政局農水産部水産課水産企画グループ
045-210-4542（直通）
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/kb2/suifuku.html

■ 中間支援組織（NPO）
認定特定非営利活動法人　藤沢市民活動推進機構
茅ヶ崎市を除く相模川以東の地域
070-2193-4100（水福連携専用）
https://f-npocafe.or.jp/784

特定非営利活動法人　湘南 NPO サポートセンター
相模川以西の地域及び茅ヶ崎市
080-7972-3778（水福連携専用）
https://suifuku.snposc.org/

認定特定非営利活動法人
藤沢市民活動推進機構

特定非営利活動法人
湘南 NPO サポートセンター

かながわ水産業福祉連携推進事業マニュアルガイドブック 2026

2026 年 3 月発行

神奈川県環境農政局農水産部水産課水産企画グループ

TEL: 045-210-4542（直通）

認定特定非営利活動法人 藤沢市民活動推進機構

TEL: 070-2193-4100（水福専用）

特定非営利活動法人 湘南 NPO サポートセンター

TEL: 080-7972-3778（水福専用）

（※）　２団体で県内を２つのエリアに分けて担当しています。
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神奈川県環境農政局農水産部水産課

認定特定非営利活動法人 藤沢市民活動推進機構

特定非営利活動法人 湘南NPOサポートセンター


